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リトルトン会計理論の目的

一中心目的と最高目的の統合一

石　原　裕　也

1問題の提起

　リトルトン（A．C．Litt1eton）は，r会計理論の構造（Structure　of　Ac－

counting　Theory，AAA．、1953）』（以下，『構造』と略す．）の中で，会計の

「中心目的（central　purpose）」と「最高目的（top　objective）」という二

つの目的を提示している．これらはどちらも会計の唯一の目的であるかのよ

うにみえる．前者は「費用（努力）と収益（成果）の期間的対応を可能にす

ること1〕」とされ，後者は「資料を利用することにより，人に企業を理解さ

せること2）」とされている．彼はさらに，これら二つの会計目的に関わる会

計構造にも言及しているが，それらの会計構造については，大塚俊郎教授が

次頁の二つの図形のように示されているヨ）．

　ところで，従来，これら二つの会計目的の関係についての統一的な見解が

無かづた．一例えぱ，中島省吾教授は，リトルトン会計を「損益決定を中心に

会計を見る4）」ものであると評しておられるが，これは中心目的に注目した

見解であると考えられる．つまり，最高目的の存在をほとんど無視されたか

たちになっているといっても過言ではなかろう．また，これら二つの会計目

的は，前者が損益計算を意味する会計の計算目的，後者が会計備報の開示を

意味する開示目的と解する見解，すなわち二つの会計目的は性質の異なる

別々の会計目的であるとする見解もある5）．しかし，この見解でも，二つの

会計目的がどのように統合できるかについては不明である．

　リトルトンは，『構造』の中で「会計理論は…（中略）…理曲から成り立
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っている6）．」と述べたうえで，r理由は到達されるべき目標すなわち達成さ

れるべき目的について述べている7）」ものであるとしている．つまり，二つ

の目的のうちどれを達成するかが会計理論を規定することになる．いずれに

せよ，会計理論を構築するにあたり，会計目的は重要な位置を占めていると

考えられる．したがって，リトルトン学説を理解するためには，二つの会計

目的の関係を不明確なままにしておくことはできない．本稿はこの関係を明

らかにしようとするものである．

2　円形図形になる会計構造と会計の中心目的

　二つの会計目的の関係の解明に先立ち，前掲の二つの図が本当にリトルト

ンの理論を具体化したものであるかどうかも確認しておかねぱならない．そ

こで本節と次節においてはこの間題を検討する．

　リトルトンは，会計は「勘定」，「取引」，「記帳」，「配分（apportion－

ment）」，r財務諸表」、r監査」の六つの構成要素から成立しているとしてい

る8）．そして彼は，これら六つの要素を「諸要素の緊密な相関関係が，人類

が発展させてきた会計の用具（a㏄Ounting　inStmmentS）および処理の過
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程の中に適切に織り込まれていることがわかる9）」ように，配列しようとす

る．そのような配列には多くの方法があるとしながらも，彼は一つの配列を

選択する．それは，これら六つの要素を，r発生ならびに使用の順序に従っ

て（in　the　sequence　ofoccurrence　and　use）lo）」配列するものである．こ

の配列は次のようになるH）．

　　取引：書類によって裏付けられた（documented）企業事象．

　　記帳：日付順に記録された企業事象．

　　勘定：分類範酵の中に記録された企業事象、

　　配分：時問的期聞にしたがって再分類された企業事象．

　　財務諸表：集約された報告書において示される企業事象．

　　監査：批判的に再確認された企業事象および報告書．

　さらにリトルトンは，「諸要素の緊密な相関関係」を表わすようにするた

めには，これら六つの要索を中心目的の周りに円形に配列することが有意義

であるとする12）．つまり，【図1】の表示は妥当であると言える．彼はそう

してできた円形図形の中で，「取引」，「記帳」，r勘定」はr会計組織図（aC－

counting　system　design）13）」を示し，「配分」，「財務諸表」，「監査」は

「会計目的達成のための処理図（operational　design　for　a㏄ounting　pur－

poses）14〕」を示すとする．

　リトルトンは，この円形図形についてr要点を明らかにするために，過大

に単純化されている（oversimpliied）15）」図表であるとしている．これに

ついて彼は，r実際は，円形内のそれぞれの要素は・単にそれに隣接する要

索に対してだけではなく，他のすべての要素に対して密接に関連してい

る16）．」と述べている．

　それではこれら六つの要素と，申心目的はどのように関連するのであろう

か．これについてリトルトンは，次のように「配分」と「財務諸表」の二つ

の要素の関係を例にとって説明している．「よい報告書（財務諸表一筆者）

は，毎期の伝達手段（periodica1communications）であるから，隣接する

期問の問での明確な事実の区別（配分一筆者）を確実なものとするために詳
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リトルトン会計理論の目的 （139）

しく調べられた資料を必要とする．この活動は，通常，期末修正およぴ決算

記入においてみられるものであるが，…（中略）…修正記入は，…（中略）

・・期問純利益決定の正確性に貢献するものである（下線一筆者）17〕」．このよ一

うに，リトノレトンによれば，r配分」は，期問純利益の決定を正確にするた

めに，r財務諸表」の内容をより事実に近づけるための会計行為とされる．

つまり彼は，「配分」と「財務諸表」は事実の確認に貢献し，これが期問純

利益の決定すなわち中心目的であるとしているのである．

　以上の説明において，彼は「このような相関関係によって各部分は結含さ

れ，構造上の全体（a　structura1whole）となる傾向にある18）、」と述べ，

六つの会計要素の相関関係を重視している．そして，このように全体として

統合がとられている会計構造に関する概念をr内部的完全性の概念（Con・

ception　ofintema1completeness）19）」と呼んでいる．彼はこの概念を重

視し，r（この概念が一筆者）会計の本質，そしてそれゆえに会計の貢献能カ

（capacity　for　service）の十分な理解のためには非常に重要であるから，全

体の中での統合（unity　within　the　who1e）という課題をいま’少し展開さ

せてみる、（下線一筆者）20）」とし，第二の会計構造を提示している21）．そし

て，この会計構造から最高目的が導出されることになる．次に，このピラミ

ッド図形になる会言千構造を紹介し，分析する．

3　ピラミッド図形になる会計構造と会計の最高目的

　既述のごとく，ここで取り上げる会計構造は，そのr内部的完全性」をさ

らに展開するために提示されている．リトルトンは，同じく会計構造の「内

部的完全性」を強調することを意図しているとはいえ，そのアプローチの仕

方は，先に取り上げた説明とここで取り上げる説明では異なっている．つま

り，彼は，円形図形を用いた説明においては，会計の六つの要素の相関関係

を重視し，中心目的をお互いを結びつけるものとしていた．これは，六つの

要素のいわば平面的な繋がりに注目したものであると考えられる、これに対

して，ここで取り上げる説明においては，個々の会計行為の目的に注目して

739



（140）　　　一橋論叢　第120巻　第5号　平成10年（1998年）11月号

いる．そして，その目的が正当化される上位の目的，またさらに上位の目的

と明らかにしていき，最終的に一つの目的に集約することによって，会計構

造の「内部的完全性」を明らかにしようとしている、したがって彼は，ここ

で取り上げる説明においては，会計の六つの要素をいわば階層的に展開して

いるものと考えられる．

　ところでリトルトンは，この階層的な会計構造の説明において会計原則22）

に対するアプローチについて次のように述べている．「会計理念（a㏄ount－

ingideas）は，その意図にしたがって，おそらく，帰納的アプローチある

いは演縄的アプローチのどちらかを反映するために組織され得るであろう．

　（中略）…現実の歴史的発展においては，会計原則はゆっくりと会計行為

から蒸留されてきた．（下線一筆者）23）」としている．すなわち彼は，会計原

則に対しては帰納的，演緯的二つのアプローチがあることを認めながらも，

現実に会計原則は，帰納的アプローチによって形成されてきたものとしてい

ると考えられる．このr帰納的アプローチをわかりやすく表現する図形は，

広範な基盤の上に立ち，会計の最高目的を示すであろう頂点に向かうピラミ

ッドの形態を取り得るであろう1広範な部分は，下位の目的およびそれに関

連する行為を幅広く正当化することができる一つの焦点となる目的（focal

objective）に向かって徐々に上昇していくであろう、（下線一筆者）24）」と

述べている．つまり，ここでは帰納的アブローチつまり上位，縦方向に目的

が導出されていく構造となり，【図2】のピラミッド図形は正当化される．

　さてまずこのピラミッド図形の基礎部分は，「企業活動における多数の個

別事象（the　particulars　of　business　activities）（下線一筆者）25〕」であり，

また同時に，・r会計目的と会計行為によって形作られなければならない個別

事象でもある．（下線一筆者）26）」としている．そして彼はこの個別事象を作

る会計行為として，以下の六つの領域をあげている27〕．

　1．同質化：いまだ価格決定がなされていない企業取引の価格決定、

　2．転換1取引の借方・貸方への分析．

　3．分類：元帳勘定の借方・貸方の記入．
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リトルトン会計理論の目的 （141）

　4．再分類：期間的修正および決算記入の実施．

　5．報告：財務諸表の作成．

　6．再確認：財務諸表の監査．

　次に，これら六つの会計行為を行わせる上位の（つまり帰納された）会計

目的をr中問的目的（intermediateobjectives）」と呼び，以下の六つの目

的をあげている28）、

　1’．諸対象および諸事象を価格資料に変形すること．

　2’．価格資料を勘定資料に転換すること．

　3’．大量の勘定資料を準統計的手段によって集約すること、

　4’．質的特徴のみに関連して先に分類された資料を時間的期間の間という

　　ように再配分すること、

　5’．期間的資料を説明的な要約的報告諸表（interpretative　summary　re－

　　pOrt　Statements）に構成すること．

　6’．会計報告書によづてな・された開示の妥当性を検査すること．

　つづいて彼は，さらに上位のr推論的目的（antecedent　objectives）」を

示しているが，これについては「中間的目的を工E当化する周到に表現された

理由づけ」であるとしている．この推論的目的は以下に示す六つの目的であ

る29〕．

　1”．極めて多様な経済的事象および対象（取引）を様々な有用な計算中に

　　整理できるようにする方法によって奉示すること．

　2”．準統計的分類の特殊な体系（複式記入勘定）に記入するために経済的

　　資料を準備すること．

　3”．多数の個別事象（取引）を少数の一般的範曙（勘定）に置き換えるこ

　　と．

　4”．不断の事象の流れと勘定において一時的になされる種類の単純な要約

　　を時間的区分（会計期間）に置き換えること．

　5”．集約された多数の企業事象を簡潔かつ理解可能なように伝達すること．

　6川、報告された会計資料において付加的な信頼性を創出すること．
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　それでは，このピラミッド図形が本当に会計原則に対する帰納的アプロー

チとなっているかどうかについて，ここでは「1．同質化」を例にとって確

認してみたい．会計行為1．同質化が中問的目的1’へと上昇した段階で，具

体的な「企業取引の価格決定」という会計行為が「諸対象およぴ諸事象を価

格資料に変形すること」と抽象化され，この中間的目的1’が推論的目的1’’

に上昇した段階では「経済的事象および対象を，様々な有用な計算中に整理

できるようにする」とさらに抽象化されている．このように，ピラミッド図

形のここまでの段階では会計行為がその目的について抽象化されている，つ

まりこの図形が会計原則に対する帰納的アプローチを示していると言える．

　ここまで会計目的に対する分析を加えた段階で，リトルトンは，最終的に

これら六つの推論的目的を一つのr焦点となる目的」に集約しようとレてい

る．そして，「試案的表現30）」として，「会計の最高目的は，資料を利用する

ことにより，人に企業を理解させることである31）．」としている．この最高

」目的について，その内容を具体化した表現として次のようにも述べている．

r関係者に企業を理解させるという主たる目的を達成するために，会計は，

その資料を誤表示なく分類し，歪曲することなく集約し，隠蔽するこ’となく

報告しなければならない32）」．

　このようにリトノレトンは下位の会計目的を次第に上位の会計目的へと高め

ていき，最後に一つの最高目的に集約するという方法でも会計構造を説明し

ている．そして，六つの会計行為に由来する会計目的が一つの最高目的に集

約されたことにより，再び会計構造の「内部的完全性の概念」が強調される

こととなる．

　しかし，ここで考えなければならないことは，r企業を理解させる」とい

う表現は抽象的なものであり，この場合その方法としては様々なものが考え

られるということである．費用収益の期間的対応ばかりではなく，例えぱ，

企業の資産と負債を示すことがr企業を理解させる」ことになると考える人

もいるだろう．また既述のごとく，リトルトン自身においても最高目的はあ

くまでr試案的表現」とされる．なぜ，彼は最高目的をこのような暖味な表
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現でしか示すことができなかったのだろうか．ここでは，この疑問について

考えてみたい．

　リトルトンは，六つの推論的目的が一つの最高目的に集約される理由を次

のように述べている．「監査された財務諸表は（6．再確認），監査されてい

ない財務諸表（5．報告）より，人が企業を理解するためにはより信頼でき

る助けとなる．慎重に会計期間に分類されることによって，より簡単に比較

できるようにされた資料（4．再分類）は，そうされることによって，企業

事象の流れの意義（the　signiicance　of　the　now　ofenterprise　events）を

理解するためにより重要なものとされることとなる．それぞれの元帳勘定に

よって達成されるように，非常に多数の類似した事例を単一の合計すなわち

残高に集約すること（3．分類）は，理解にとって不可欠の助けである．系

列中の第一および第二の段階（1．同質化，2．転換），すなわち，勘定資料

に転換するための多様な事象の同質化が最初に行われていなければ，これま

で述べた理解のための助けはいずれも有効に達成され得ないであろう．（下

線一筆者）3ヨ）」、

　この記述では様々な表現が用いられているが，すべての表現が，先に示し

た会計行為1～6が無ければ，r企業の理解」という最高目的は達成できない

という表現となっていると考えられる．この表現は，最高目的達成のために

は会計行為1～6が必要であると言い換えることができよう．ということは，

達成されるべき目標として，最高目的の方が会計行為1～6に先立って存在

するということである．したがって，リトルトンは，最高目的達成のために

は個々の会計行為が必要とされる理由は述べているが，個々の会計行為から

最高目的が集約される理由は述べていないことになるものと考える．したが

うて，会計理論の帰納的構築を唱えるリトルトンにおいて，最高目的はその

性質を異にするものと考える、つまり，最高目的から演緯的色合いを拭い去

ることはできず，これこそが彼が最高目的をr試案的表現」と形容せざるを

得なかった理由と考えられる．
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4　まとめ　一二つの会計目的の関係と会計理論の二重構造一

　ここまでわれわれは，リトルトンが示す二つの会計目的に関わる会計構造

を紹介し，分析してきた．それでは，これら二つの会計構造が整合するには

どのようにすればよいであろうか．

　リトルトン自身も「全体の中での統合（内部的完全性一筆者）という課題

牽いま少し展開させてみる．（下線一筆者）」と述ぺているように，そもそも

ピラミッド図形は円形図形において提示された「内部的完全性の概念」をさ

らに展開させるために示される会計構造であった．このように，r内部的完

全性の概念」を仲介として二つの会計構造が関連していることは明らかであ

る．ここ一ではこの関係をさらに詳しく分析する．

　二つの会計構造の関係を解明するにあたり，まず二つの会計構造の連結環

たるr内部的完全性の概念」が一体どのようなかたちで二つの会計構造を繋

ぎ合わせているのかということに注目してみたい．リトルトンによれぱ，円

形図形になる会計構造においてもビラミッド図形になる会計構造においても，

それぞれの会計を統制するものとしての「内部的完全性の概念」が中心に置

かれていることは既に述べた．つまり，彼は前者において明らかになった

r内部的完全性の概傘」の重要性を，後者を提示することにようてさらに強

調しようとしていると考えられる．これは，前者が会計行為の図であり後者

が会計行為の自的の図である点を考えれば，前者におけるそれぞれの会計行

為を支配するものとしての「内部的完全性の概念」が，後者における会計行

為の目的を集約するものとしていると考えられる、したがって，二つの会計

構造は，会計構造を視点を変えて説明したものと考えられる．

　次に，リトルトンがそれぞれの会計構造の構成要素とした六つの会計行為

に注目してみたい．円形図形における①～⑥の会計行為と，ビラミッド図形

における1～6の会計行為を並べて比較してみる．すると，次のような対応

が可能となる、「取引」とは，1．企業取引の価格決定をするという会計行為

であり，これは①生の資料を作成しているということである．また，r記帳」
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とは2．取引を借方・貸方へと分析するという会計行為であり，これは②資

料を取り扱い分類するための機構，つまり帳簿を利用しているということで

ある．そして，「勘定」とは3、元帳勘定の借方・貸方の言己入をするという

会計行為であり，これは各取引を③分類しているということである．さらに，

r配分」とは4．期問的修正およぴ決算記入を実施するという会計行為であ

り，これは④会計資料を再分類しているということである　5と⑤，6と⑥

の対応については言うまでもなく，先に示したそれぞれ六つの会計行為は同

一の会計行為と考えることができる．したがって，リトルトンが提示してい

る二つの会計構造は，同一会計の構造を説明したものであると言うことがで

きよう．つまり，彼はr同質化すなわち取引」，r転換すなわち記帳」，r分類

すなわち勘定」，r再分類すなわち配分」，r報告すなわち財務諸表」，r再確認

すなわち監査」という六つの会計行為を要素とする一つの会計構造を視点を

変えて説明していると言えよう．

　既述のごとく，リトルトンは，円形図形になる説明においては，それぞれ

の会計行為の相関関係、いわぱ会言千行為の平面的な繋がりに注目していた．

また，ピラミッド図形になる説明においては，各会計行為の目的階層的な繋

がりに注目していた．ここで，彼が提示している会計構造を，敢えて図形的

に述べようとするならぱ，円形図形を底面とし，その上にピラミッド図形が

乗る立体的構造と言うことができよう．この考えを示したものが【図3】で

ある、

　それでは，立体的会計構造の底面の中心たる中心目的と頂点たる最高目的

の関係はどのように考えられるであろうか．これに関して，ここではリトル

トンが最高目的を「関係者に企業を理解させるという主たる目的を達成する

ために，会計は，その資料を誤表示なく分類し，歪曲することなく集約し，

隠蔽することなく報告しなければならない（下線一筆者）」と言い換えてい

たことに注目してみたい．この表現を分析してみると，前半で述べられてい

る「関係者に企業を理解させる」ということは最高目的そのものをさしてい

る．また，後半で述べられているr資料を分類し，集約し，報告する」とい
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うζとが，最高目的を達成するため

㌫㍗と：二：㌫
為は，中心目的を支える会計行為に

他ならない、つまり，後半で述べら

れた会計行為は，中心目的，すなわ

ち費用収益の期間的対応を支える会

計行為であると言うことができる．

　　　図3　立体的会計構造

”ム∴最高目的

　　　　　　　　　、

　　　l　　　　　l
　一、一一一一十1’’1■一■1■’■1■■■1■’止■ドー一一一一、、

・／　　L一一一一一一一一一一一一一一一■　　　一

　　　（’　中心目的一）

つまり，最高目的に示されたr企業を理解させる」という表現は，非常に抽

象的なものである．そこで，これに具体的な内容を与えたものが中心目的，

すなわちr費用（努力）と収益（成果）の期問的対応」であると言える．

　ここまでの分析により，最高目的と中心目的の関係は明らかになるものと

考える．すなわち，最高目的は中心目的の上位にある演緯的な，いわぱ理念

的目標ともいうべきものであると結論づけることができる．二つの会計目的

の関係についてのこの結論を反映したものが，リトルトン会計学のいわば究

極的なr目的」であると言える．すなわち，リトルトン会計学の目的ぽ，

「人に企業を理解させるために，費用（努力）と収益（成果）を期問的に対

応させるこ一とによって，その資料を誤表示なく分類し，歪曲することなく集

約し，隠蔽することなく報告しなければならない」ことである．ここに，リ

トルトン会計理論は，演緯的最高目的にしばられた具体的会計処理を支配す

る帰納的中心目的（損益計算目的）に支配される会計理論，すなわち演鐸的

会計と帰納的会計の両面を持った二重構造の会計理論であることが示されて

いる帥．

　以上の分析によって，次の点が明らかになったと考えられる．すなわち，

リトルトンの中心目的と最高目的は，並立的なものではない．中心目的は最

高目的によって色づけられた目的である．

　従来，リトルトンは動態論者であるとされる35〕．それでは，最高目的があ

ることによって，損益計算目的である中心目的にはどのような特徴が与えら
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れるのだろうか．この点を明らかにすることをもって本稿の締めくくりとし

たい．

　リトルトンは中心目的すなわち損益計算を追求するが，最高目的にしぱら

れるため，費用そのものが会計事実を表わしているか，収益そのものが会計

事実を表わしているかが問われることになる36）．つまり，リトルトンの損益

計算からは，いわゆる損益数値あるいは利益数値を計算するという意味合い

はうすれ，企業取引の事実内容を伝達するといういわぱ叙述的な色合いが強

くなっている37），と言える．

1）　A．C，Litt1eton，S榊c肋20∫λ㏄o砒η伽g　T肋oび，p．30．大塚俊郎訳『会計理

論の構造』東洋経済新報社，1955年，45頁参照、

2）〃d．．p．126．訳書，184頁参照．

3）　大壕俊郎，前掲訳書のうち，大塚教授の解説部分，351～352頁参照．なお，

大塚教授の解説では，円形図形の中心は単に目的とされ，各構成要素は矢印でつ

ながれている．またピラミッド図形では、頂点の上方に中心目的が置かれていて

頂点と点線で結ぱれている．さらに，ここで推論的目的とした会計目的は先行的

目的とされる（この理由については後に述べる、）など訳語の違いも幾つかある．

また，この他に稲垣富士男教授（稲垣富士男稿r会計構造論序説一リトルトン教

授の会計構造の再吟味一」『産業経理』同文舘，1996年4月，3頁），大野功一教

授（大野功一稿rリトルトン会計原則についての一考察一その形成と役割を中心

にして一」『会計』森山書店，1975年11月，139頁）もリトルトン会計理論を円

形図形によって示されている．

4）　中島省吾rリトルトン教授の会計観」『企業会計』中央経済社，1953年12月，

143頁．

5）渡辺和夫教授は，中心目的はr他の学問と区別される会計に固有の中心理念

または中心概念」であり，一方，最高目的は会計情報の役割または存在意義を表

わす利用目的であるとされ，これら二つの目的は並立する目的概念と捉えておら

れる（渡辺和夫『リトルトン会計恩想の歴史的展開』同文舘，1992年，185頁）．

6）　A．C．Littleton，∫舳c肋回oグλ㏄o〃〃伽g　T加o〃，p．132．大塚俊郎訳『会計理

論の構造』東洋経済新報社，1955年，196頁参照．

7）〃d．，p，192．訳書，284頁参照．

8）〃d．，p．116．訳審，169頁参照．

747



（148）　　一橋論叢　第120巻　第5号　平成10年（1998年）11月号

9）〃d．、p．118．訳醤，172頁参照．

1O）　11）　12）〃d、，p．116．訳薔，170頁参照．

13）　14）　15）　16）〃d．，p．118．訳書．172頁参照．

17）〃d、，p．119．訳審，174頁参照．

18）　19）　20）21）〃d．，p．123．訳書，179頁参照．

22）　この場合のr会計原則」は，わが国で一般に会計原則とよぱれるものとは異

　なったものである．このことに関して，青柳文司教授は，次のように述べておら

　れる．rここで’原則”とよぱれているのは，わが国でいわゆる会計原則とはち

　がう．…　（中略）…（わが国でいわゆる会計原則は一筆者注）いうまでもなく実

　践概念である．それに対して，’原則”は理論概念とされ，これを主たる構成要

　素として彼の理論は出来上がっている．」（青柳文司『会計士会計学〔改訂増補

　版〕』同文舘，1969年，215頁）

23）A．C．Litt1eton，S舳α〃θo∫λ㏄oω刎伽gT加oα，1953，p．123．大塚俊郎訳

　r会計理論の構造』東洋経済新報社，1955年，179～180頁参照．

24）〃d．，p．124．訳薔，180頁参照．

25）　26）27）乃〃．，p．124．訳審，181頁参照．

28）〃d．，p．125．訳書，182～183頁参照．

29）〃d．，pp．125－126．訳杳，183～184頁参照．同訳書においては，“antecedent

　objectives…はr先行的目的」と訳され，その後の様々な論文，著作においても

　同訳が引用されることが一般的なようである．しかし筆者は，“antecedentob－

　jeCtiVeS”はr最高目的」を推論させるものであると考えたため，敢えて異なる

　訳を採用した．

30）　31）〃d．，p．126．訳審，184頁参照．

32）〃4．，pp．126－127．訳審，185頁参照．

33）A．C．Litt1eton，S肋α㈹oアλ㏄o舳伽gτ肋岬，p．126．大塚俊郎訳『会計理

　論の構造』東洋経済新報社，1955年，184頁参照．なお，筆者が（1．同質化），

　（2．転換），（3．分類），（4．再分類），（5．報告），（6．再確認）と訳した部分は，

　本文中では（第1項（item1）），（第2項），（第3項），（第4項），（第5項），（第6

　項）となっている．ここでは，直訳よりも筆者の訳の方が理解の助けになると考

　えたため，同訳を採用した．

34）従来，リトルトン会計理論が高く評価されると同時に，数多くの批判を浴ぴ

　てきた理由はこの会計理論の二璽構造にあると筆者は考える、彼の会計理論形成

　過程を筆者は以下のように推論する．リトルトンにおいては，まずはじめに演緯

　的最高目的があり，その最高目的に向かって帰納的アプ目一チを試みた．そして
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　得られた結論が中心目的である，と．つまり，彼の会計理論形成過程は，最高目

　的→会計行為→中間的目的→推論的目的→中心目的：最高目的となウていたので

　はないかと筆者は推論する．したがって，中心目的だけを考えると確かに帰納的

　性格のものかもしれないが、彼の会計理論全体を考えたときには，はじめに目標

　となるぺき会計目的（最高目的）があるのであるから，それは一種の演縄的会計

　理論と言えるのではないだろうか．しかも，彼においては中心目的と最高目的が

　一致するものとされていると考えられるため，彼にとっては自らの会計理論が唯

　一有り得る会計理論ということになろう．

　　しかし他方で，最高目的から出発して純粋に演緯的会計理論の構築を指向する

　人，つまりリトルトンの言葉を借りるならぱ，最高目的→推論的目的→中間的目

　的→会計行為という手法で会計理論を構築しようとする人もいるであろう．演緯

　的会計理論といった場合，むしろこちらの手法の方が一般的であると考えられる

　が，その代表者としてチェンパース（R．J．Chambers）をあげることができよ

　う．彼は，リトルトンの会計理論をr“一つの”会計理論ではあるが．唯一有り

　得る会計理論でもなけれぱ，いくつかの有り得る会計理論を網羅したものでもな

　い、」（R．J．Chambers、“Some　Observations　on“Structure　of　A㏄ounting　The1

　ory”’’，丁肋んcoω冊伽g肋〃加ω，0ctober，1956，p．590．）と批判している、つま

　り，r企業を理解させる」という最高目的からスタートして，演緯的に会計理論

　を構築した場合，リトルトンが主張する理論とは異なる理論も構築され得るとい

　うことであろう．また，前囲貞芳教授はリトルトン会計理論を．チェンバース会

　計理論と比較することによフて，次のように評しておられる．「伝統的会計理論

　の方法（リトルトンを代表とする方法一筆者）には，帰納的要素のみならず，現

　代会計理論（チェンパースを代表とする理論一筆者）に典型的にとられる演縄的

　要素も強く認めることができる．だが，その場合，決定的に異なるのは、伝統的

　会計理論があくまでも歴史的経験事実を出発点とするのに対し，現代会計理論が

　その制約から解放されていることである」（前田貞芳r伝統的会計理論の理論形

　成の方法の再認識一A．C．リトルトン理論の分析を手がかりとして一」『会計』森

　山書店，1974年10月，44～45頁）．

35）例えぱ，青柳文司教授はリトルトン会計学を次のように評しておられる．「リ

　トルトン会計学では，’インカム’の概念に理論の焦点がすえられている．

　（中略）…利益の観点の強調は，とどのつまり，貸借対照表をもって損益計算書

　の連結環（comecting　link）と見る見方に達し，さらに資産をもって未償却原

　価（unamortizedcost），もしくは将来の収益に対する繰延費用（deferredcha－

　rge　tofuturereveme）とみる，いわゆる動態論の基本テーゼに達したのであ
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　る」（青柳文司rリトルトン会計学（その一）」横浜市立大学学術研究会編『横浜

　市立大学論叢』第14巻第1号，1962年11月，57～58頁）．

36）　これについてリトルトンは，晩年の論文において「会計は企業取弓1の歴史を

　表わすべきである．」と述ぺている（A．C，Litueton．“FactorsLimitingA㏄ount－

　in911，Tん2λcc0〃〃κ”g　R2”2ω，Ju1y，1970，p．477．）．

37）　リトルトンの薮用収益の期間的対応に対する詳しい考察は，拙稿r費用収益

　対応概念の意味一リトルトン学説を手がかりにして一」渡辺陽一（監）長谷川茂，

　新田忠誓（編著）『会計学説と会計数値の意味』森山書店，1998年，第7章を参

　照されたい．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（一橋大学大学院博士課程）
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